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お子さんとご家族の状況についてうかがいます 

 

問１ お子さんの年齢（●年●月●日現在）をお答えください。（○は１つ）   

※お子さんが２人以上いらっしゃる場合、一番下のお子さんについてご記入ください。 

１．０歳 ３．２歳 ５．４歳 

２．１歳 ４．３歳 ６．５歳 

 

問２ ご家庭のお子さんの数をお答えください。 

１．１人 ３．３人 ５．５人以上 

２．２人 ４．４人  

 

問３ お住まいの小学校区をお答えください。（○は１つ） 

※お住まいの小学校区がご不明な方は【参考：通学区域】をご覧のうえ、お答えください。 

１．島本町立第一小学校区 ３．島本町立第三小学校区 

２．島本町立第二小学校区 ４．島本町立第四小学校区 

 

【参考：通学区域（令和５年４月現在）】※通学区域は年度により変更することがあります。 

小学校区 通学区域 

島本町立第一小学校 

広瀬一・二・三丁目、広瀬四丁目（1～21 番）、広瀬五丁目、 

山崎一・二丁目、山崎三丁目（3～10 番）、東大寺一丁目、 

大字広瀬 

島本町立第二小学校 

大字大沢、大字尺代、大字山崎、山崎三（1・2 番）・四・五丁目、 

大字東大寺、東大寺二・三・四丁目、若山台一丁目（1・3・5・6 番）、 

若山台二丁目（2～7 番）、百山 

島本町立第三小学校 

大字桜井、桜井一・二・三・四・五丁目、桜井台、 

青葉一・二・三丁目、水無瀬二丁目〔8・9 番の一部（170 番地）〕、 

若山台一丁目（2・4 番・793 番地）、若山台二丁目（1 番）、 

大字広瀬の一部 

島本町立第四小学校 

広瀬四丁目（22～26 番）、 

水無瀬一・二丁目〔1～7 番、9 の一部（170 番地を除く)～22 番〕、 

江川一・二丁目、高浜一・二・三丁目 

 

 

問４ 島本町にお住まいになって何年ですか。（○は１つ） 

１．1年未満            ３．３年以上５年未満           ５．10年以上 20年未満 

２．1年以上３年未満      ４．５年以上 10年未満        ６．20年以上       

 

問５ この調査票をご回答いただく方は、どなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（○は１つ） 

１．父親 ２．母親 ３．その他（       ） 

 

資料２ 
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問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主にしているのは、どなたですか。お子さんからみた関係でお答えくだ

さい。（〇は１つ） 

１．父母ともに           ３．主に母親        ５．その他（                ）   

２．主に父親            ４．主に祖父母                 

 

問７ お子さんが一緒に住んでいる方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

また、祖父母との同居・近居の状況についてお答えください。（あてはまるすべてに〇） 

【父母】 【祖父母】 

１．父母と住んでいる ４．祖父と一緒に住んでいる 

２．父と一緒に住んでいる（父子家庭） ５．祖母と一緒に住んでいる 

３．母と一緒に住んでいる（母子家庭） ６．祖父が近所に住んでいる 

 ７．祖母が近所に住んでいる 

８．その他（                                    ） 

 

保護者の方の就労状況についておうかがいします 

 

ここでいう「フルタイム」および「パート・アルバイト等」とは以下のような働き方をいいます。  

 「フルタイム」…週５日程度・１日８時間程度の就労 

「パート・アルバイト等」…フルタイム以外の就労 

 

問８ お子さんの保護者の就労状況（自営業の方とその家族従事者を含む）についてうかがいます。 

※父子家庭及び母子家庭等の場合はあてはまる問のみ（「①父親」もしくは「②母親」のみ）お答えください。

①や②が該当しない場合は、「③その他」の欄に記載してください。 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む） 

⇒問８-１へ 
１ １ １ 

２．パートタイム、アルバイト等で就労している（育休・介護休中も含む）         

⇒問８-１へ 
２ ２ ２ 

３．以前は就労していたが、現在は就労していない ⇒問８-２へ ３ ３ ３ 

４．これまでに就労したことがない        ⇒問８-２へ ４ ４ ４ 

 

問８-１ 問８で「１．フルタイムで就労している」または「２．パートタイム、アルバイト等で就労している」に○を

つけた方にうかがいます。平日の就労時間と就労時間帯について、最も多いパターンをお答えください。 

 ■ 就労時間 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．３時間未満 １ １ １ 

２．３時間以上８時間未満 ２ ２ ２ 

３．おおむね８時間 ３ ３ ３ 
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４．８時間超（残業をすることが多い） ４ ４ ４ 

 

■ 就労時間帯 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．主に昼間の就労 １ １ １ 

２．主に夜間の就労 ２ ２ ２ 

３．昼間・夜間の就労、いずれもある ３ ３ ３ 

４．その他（                 ） ４ ４ ４ 

 

問８-２ 問８で 「３．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「４．これまでに就労したことがない」

に○をつけた方にうかがいます。就労したいという希望はありますか。 

「２．」を選んだ方は、該当する（  ）内に数字をご記入ください。 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．子育てや家事などに専念したい（就労を希望していない） 

 
１ １ １ 

２．１年以上先に、一番下の子どもが（     ）歳になったころに就

労したい     ⇒問８-３、８-４へ 
２ ２ ２ 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい ⇒問８-３、８-４へ ３ ３ ３ 

 

問８-３ 問８-２で「２．１年以上先に、一番下の子どもが（     ）歳になったころに就労したい」「３．すぐにで

も、もしくは１年以内に就労したい」を選ばれた、今後働きたいと考えておられる方にうかがいます。働きたい

理由は何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．働かないと、暮らしていけなくなるため 

２．将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど） 

３．仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため 

４．人間関係を広げたいため 

５．その他（                              ） 

 

 

問８-４ 問８-２で、「２．１年より先、一番下の子どもが（ ） 歳になったころに就労したい」または「３．すぐにで

も、もしくは１年以内に就労したい」に〇をつけた方にうかがいます。  

   希望する就労形態をお答えください。 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） １ １ １ 

２．パートタイム、アルバイト等 ⇒問８-５へ ２ ２ ２ 
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問８-５  問８-４で「２．パートタイム、アルバイト等」に〇をつけた方にうかがいます。 

希望する就労時間と就労時間帯をご記入ください。 

■就労時間 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．３時間未満 １ １ １ 

２．３時間以上８時間未満 ２ ２ ２ 

３．おおむね８時間 ３ ３ ３ 

４．その他（    ） ４ ４ ４ 

 

■就労時間帯 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．主に昼間の就労 １ １ １ 

２．主に夜間の就労 ２ ２ ２ 

３．昼間・夜間の就労、いずれもある ３ ３ ３ 

４．その他（                       ） ４ ４ ４ 

 

育児休業の取得状況についてうかがいます 

 

育児休業制度とは、子どもが原則１歳（保育所に入所できなかったなど一定の要件を満たす場合は最長２

歳）になるまで育児休業給付が支給される仕組みや、子どもが満３歳になるまでの育児休業等（法定の育

児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚生年

金保険の保険料が免除になる仕組みを言います。 

 

問９ お子さんが生まれたときの育児休業の取得について、父母それぞれについてお答えください。（○はそれ

ぞれ１つずつ） 

 ①父親 ②母親 

１．働いていなかった １ １ 

２．産前・産後に取得せずに離職した ⇒問９-１へ ２ ２ 

３．取得していない ⇒問９-２へ ３ ３ 

４．現在取得中である ４ ４ 

５．取得した ５ ５ 
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問９-１ 問９で父母どちらかが「２．産前・産後に取得せずに離職した」と答えた方のみお答えください。 

 産前・産後に育児休業制度の取得をせずに離職した離職した理由は何ですか。 

（○はそれぞれいくつでも） 

 
①父親 ②母親 

１．保育施設等を確実に利用できる見込みがなかった １ １ 

２．職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が 

整っていなかった 
２ ２ 

３．制度の有無等に関係なく、出産前後は仕事を辞めるつもりだった ３ ３ 

４．その他        

  （父親：                           ） 

  （母親：                           ） 

４ ４ 

 

問９-２ 問９で「３．取得していない」を選択された方のみ 

      取得していない理由についてお答えください。（○はそれぞれいくつでも）- 

 
①父親 ②母親 

１．育児休業を取りにくい職場の雰囲気があった １ １ 

２．仕事が忙しかった ２ ２ 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった ３ ３ 

４．仕事に戻るのが難しそうだった ４ ４ 

５．昇給・昇格等が遅れそうだった ５ ５ 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる ６ ６ 

７．取得してからでは保育所等に入れなくなるおそれがあった ７ ７ 

８．保育所等に預けることができた ８ ８ 

９．配偶者が育児休業制度を利用した ９ ９ 

10．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用  

する必要がなかった 
10 10 

11．育児休業制度を知らなかった 11 11 

12．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 12 12 

13．子育てや家事に専念するため退職した 13 13 

14．有期雇用（アルバイト・パートを含む）のため育児休業の取得要件を

満たさなかった 
14 14 

15．その他（父親：                      ） 
15 15 

（母親：                      ） 

 

 



未就学児用 

 

- 14 - 

 

平日の定期的な教育・保育の利用状況等についてうかがいます 

 

ここでいう 「定期的な教育・保育」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。 

具体的には、幼稚園や保育所、認定こども園等、下記の問 10の選択肢に示した事業が含まれます。 

 

問 10 お子さんは、現在以下の平日の定期的な教育・保育事業を利用していますか。 

１．利用している ⇒問 10-１、10-２へ ２．利用していない ⇒問 10-３へ 

 

問 10-１ 問 10で「１．利用している」と答えた方にうかがいます。 

お子さんはが定期的に利用している教育・保育施設をお答えください。（○は１つ） 

幼稚園 

１．幼稚園 

２．幼稚園と幼稚園の預かり保育（通常の保育時間を延長して預かる事業のうち、定期的

な利用のみ） 

認定こども園 ３．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設） 

認可保育施設 

４．認可保育所（０歳～５歳までの保育を行う施設） 

５．小規模保育事業所（保育定員が６人～19 人の施設で、０歳～２歳までの保育を行う施

設） 

６．家庭的保育事業所（保育定員が５人以下の施設で、０歳～２歳までの保育を行う施

設） 

７．事業所内保育事業所（従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育を行う施設） 

８．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもを家庭で保育を行う事業） 

その他 

９．企業主導型保育施設（従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育を行う認可外の 

施設） 

10．その他の認可外保育施設 

11．その他（                           ） 

 

問 10-２ 問 10で「１．利用している」と答えた方にうかがいます。 

平日に幼稚園や保育所等の「定期的な教育・保育」施設・事業を利用している理由は何ですか。 

（あてはまるすべてに〇） 

１．子どもの教育や発達のため 

２．保護者が現在就労している 

３．保護者に就労予定がある／求職中である 

４．保護者が家族・親族などを介護している 

５．保護者が病気や障害がある 

６．保護者が学生である 

７．その他（                                 ） 
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問 10-３  問 10で「２．利用していない」と答えた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、幼稚園や保育所等に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、サービスの質や場所等で納得できる幼稚園や保育所等がない 

８．子どもがまだ小さいため、成長したら利用したい 

９．その他（                                     ） 

 

問 11 すべての方にうかがいます。 

   現在利用している、していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育事業として「定期的に」  

 利用したいと考える事業をお答えください。（あてはまるすべてに〇） 

幼稚園 

１．幼稚園 

２．幼稚園と幼稚園の預かり保育（通常の保育時間を延長して預かる事業のうち、定期

的な利用のみ） 

認定こども

園 
３．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設） 

認可保育施

設 

４．認可保育所（０歳～５歳までの保育を行う施設） 

５．小規模保育事業所（保育定員が６人～19 人の施設で、０歳～２歳までの保育を行う

施設） 

６．家庭的保育事業所（保育定員が５人以下の施設で、０歳～２歳までの保育を行う施

設） 

７．事業所内保育事業所（従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育を行う施設） 

８．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもを家庭で保育を行う事業） 

その他 

９．企業主導型保育施設（従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保育を行う認可外の

施設） 

10．その他の認可外保育施設 

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民による子どもの預かりで、定期的な利用の

み） 

12．その他（                           ） 

13．いずれも利用しない 
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（平日の教育・保育事業を利用する方のみ） 

お子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

 

問 12 平日の教育・保育事業を利用する方（問 10で「１．利用している」と答えた方）にうかがいます。 

 お子さんが、病気やけがで通常の事業が利用できなかったことがありましたか。 

１．あった ２．なかった 

 

問 12-１ 問 12で「１．あった」と答えた方にうかがいます。 

 病気やけがで通常の事業が利用できなかった場合に、この１年間に行った対処方法についてお答えください。

（あてはまるすべてに〇） 

１．父親が仕事を休んだ ６．ファミリー・サポート・センターを利用した 

２．母親が仕事を休んだ ７．仕方なく子どもだけで過ごさせた 

３．親族・知人（同居者を含む）に預けた ８．病児・病後児保育※１を利用した 

４．就労していない方の保護者がみた ９．その他（              ） 

５．ベビーシッターを利用した  

※１「病児・病後児保育」…子どもが病気またはけがや病気の回復期で、まだ幼稚園や保育所、小学校等に

通えない期間、保護者が仕事などで保育できない場合に、専用の保育室で保育を行うもの。 

 

問 12-２ 問 12-１で「「１．」～「７．」と答えた方（「８．病児・病後児保育」以外を選んだ方）にうかがいます。 

 この１年間に、お子さんが病気やけがで、幼稚園や保育所等を休んだ際、病児・病後児保育を 

利用したいと思いましたか。（○は１つ） ＊「１．」を選択した場合は（  ）内に数字をご記入ください。 

１．できれば利用したかった⇒年（     ）日程度 ２．利用したいと思わなかった⇒問 12－２へ 

 

問 12-３ 問 12-２で「２．利用したいと思わなかった」と答えた方にうかがいます。 

病児・病後児保育を利用しない理由は何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

 １．病気の子どもを家族以外の人にみてもらうのは不安である 

 ２．病気の子どもは家族がみるべきである 

 ３．サービスの質に不安がある 

 ４．施設のある場所や利用できる時間・日数等、サービスの使い勝手がよくない 

 ５．利用料がかかる、高い 

 ６．利用料がわからない 

 ７．父母等が仕事を休んで対応できるため 

 ８．その他（                              ） 
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９．特に理由はない 

休日等に定期的に利用したい教育・保育についてうかがいます 

 

問 13お子さんについて、休日の「定期的」な教育・保育の利用希望はありますか。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 利用希望（○はそれぞれ１つ） 

①土曜日の「定期的」な利用 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月１～２回利用したい 

②日曜日・祝日の「定期的」な利用 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月１～２回利用したい 

 

問 13-1  【「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。】 

お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期期間中の教育・保育事業の利用希望はありますか。 

１．利用する必要はない ⇒ 問 14へ 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい ⇒問 13-2へ 

３．休みの期間中、週に数日利用したい⇒問 13-2へ 

 

問 13-２  「幼稚園」を利用されている方で、問 13-1 で「２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」「３．休みの

期間中、週に数日利用したい」と答えた方にうかがいます。利用したい理由は何ですか。（あてはまるすべて

に〇） 

１．保護者の就労のため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（               ） 
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お子さんの不定期の幼稚園や保育所等の利用、 

宿泊を伴うサービス等の利用についてうかがいます 

 

問 14 お子さんについて、日中の「定期的な」保育や、病気やけがでの利用以外に、私用、不定期の就労等の

目的で、「不定期に」利用している事業はありますか。（あてはまるすべてに〇） 

１．一時預かり（私用等理由を問わずに保育所等で一時的に子どもを保育する事業） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の保育時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合のみ） 

３．ファミリー・サポート・センター事業（地域住民による子どもの預かり等の利用） 

４．短期入所生活援助事業：ショートステイ（児童養護施設等で一定期間子どもを預かるもの） 

５．夜間養護等事業：トワイライトステイ 

（仕事等の理由により、児童養護施設等で休日や夜間に子どもを一時的に預かるもの） 

６．ベビーシッター 

７．その他(                            ） 

８．利用していない 

 

問 15 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、

病気など）により、事業を利用する必要があると思いますか。利用の必要性の有無（「１．利用したい」か「２．

利用する必要はない」）に○をつけ、「１．利用したい」を選択した方は、ア～エにも○をつけてください。 ※

これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用したい 

 ア．冠婚葬祭 

 イ．保護者の家族の育児疲れ・不安 

 ウ．保護者の家族の病気 

 エ．その他（                       ） 

２．利用する必要はない 
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問 16 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お子さんを泊りがけで家族以

外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含む）。「１．あった」

場合は、１年間の対処方法と、年間に何回あったのかをお答えください。 

有無（○は１つ） １年間の対処方法（○はいくつでも） 回数（年間） 

１．あった 

１．親族・知人（同居者を含む）にみてもらった （    ）回 

２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した （    ）回 

３．夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用した （    ）回 

４．認可外保育施設、ベビーシッター等を利用した （    ）回 

５．子どもを同行させた （    ）回 

６．子どもだけで留守番をさせた （    ）回 

７．その他（                  ） （    ）回 

２．なかった  

 

 

地域子育て支援拠点事業の利用についてうかがいます 

 

「地域子育て支援拠点事業」とは、親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたり 

する場で、「つどいの広場」「子育て支援センター」と呼ばれています。 

 

 

問 17  親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりすることができるつどいの広場や子育

て支援センターについて、お答えください。（あてはまるすべてに〇） 

 （１）知らない 

(２)知ってい

て、利用した

ことがある 

(３)知ってい

るが、利用

したことが

ない 

(４) 今後（も） 

利用したい 

⇒問 17-1へ 

１．なかよしらんど（山崎保育園内） 1 ２ ３ ４ 

２．つどいの広場「ぱんだのいえ」 

（水無瀬駅前団地１階） 
1 ２ ３ ４ 

３．しまもと子育て支援センターひまわり 

（しまもと里山認定こども園内） 
1 ２ ３ ４ 

４．認定こども園ゆいの詩子育て支援拠点

（認定こども園ゆいの詩内） 
1 ２ ３ ４ 
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問 17-１ 問 17で、（４）の「今後（も）利用したい」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

 問 17 のような地域子育て支援拠点事業を利用するにあたって、どのようなサービスを利用したいですか。

（あてはまるすべてに〇） 

１．常設の子育て親子の交流の場・遊びの場の提供 

２．子育てに関する相談・援助 

３．地域の子育て関連情報の提供 

４．子育てに関する講習 

５．地域に出向いての交流の場の提供（出張ひろば） 

６． 幼稚園や保育所等の利用・入所に関する相談 

７．さまざまな世代との交流の場の提供 

８．家庭への訪問支援 

９．有料で充実した子どもの遊び場 

10．無料で親子が過ごせる居場所 

11．その他（           

 

 

子育てと地域のつながりについてうかがいます 

 

問 18 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人はいますか。（○は１つ） 

１．いる ２．いない 

 

問 19 お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はあります

か。（○は１つ） 

１．いる／ある ⇒問 19-1へ ２．いない／ない ⇒問 20へ 

 

問 19-1 問 19 で「１．いる／ある」と答えた方のみ  

 お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所についてお答えください。 

（あてはまるすべてに〇） 

１．配偶者 

２．ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族 

３．友人や知人 

４．近所の人 

５．地域子育て支援拠点 

６．子育て世代包括支援センター（すこやか推進課） 

７．幼稚園や保育所等の先生 

８．民生委員・児童委員、主任児童委員 

９．かかりつけの医師 

10．島本町役場の子育て支援担当の窓口 

11．NPO等の子育て支援団体 

12．携帯電話やインターネットの交流サイト 

13．キンダーカウンセラー（子育て相談を行うため私立幼稚園に配置された臨床心理士等） 
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14．スマイルサポーター（民間保育所等における知事認定を受けた地域貢献支援員） 

15．その他(                              ） 

問 20 ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。（○は１つ） 

１．感じる  ２．感じない  

 

問 21 ご自身の子育てに関して、支えられていると感じる・感じないに関わらず、地域の人の中で、特に誰から

支えられている（支えてほしい）と思いますか。（○は１つ） 

１．近所の人 

２．同じ世代の子どもを持つ保護者 

３．民生委員・児童委員、自治会、子ども会等の地域団体の人 

４．地域活動を行っている NPO等の人 

５．幼稚園や保育所、地域子育て支援拠点 

６．島本町役場の職員 

７．その他 （                      ） 

    

問 22 あなたは、子育てがしやすいまちの要素として、地域のつながり（ネットワークや団体）は必要だと思い

ますか。（○は１つ） 

１．必要である ３．どちらともいえない ５．必要ではない 

２．ある程度は必要である ４．あまり必要ではない  

 

子ども食堂についてうかがいます 

 

  子ども食堂とは、子どもなどに無料または低額で食事を提供するところです。 

   現在、島本町内では８か所の子ども食堂が開設されています。 

 

問 23 「子ども食堂」を知っていますか。 

１．知っており利用したことがある ⇒問 23－1へ 

２．知っているが利用したことはない ⇒問 23-2へ 

３．知らない   

 

問 23-１ 問 23で「１．知っており利用したことがある」と答えた方におうかがいします。 

  お子さんが「子ども食堂」を利用することで、良いと思うことは何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．地域の人とつながれるから 

２．子どもが一人で食事をしなくてすむから 

３．栄養バランスがとれた食事がとれるから 

４．経営者が相談に乗ってくれるから 

５．低額（または無料）で食事が食べられるから 

６．宿題など勉強をみてくれるから 

７．子どもが楽しんでいるから 

８．特になし 

９．その他 
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問 23-2 問 23で「２．知っているが利用したことがない」と答えた方におたずねします。 

子ども食堂を利用しないのはなぜですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．どこにあるから知らないから 

２．家の近くにないから 

３．家で過ごしてほしいと思うから 

４．居場所のイメージが良くないから 

５．お子さんが「行きたくない」と言うから 

６．行きたい日・時間に開いていないから 

７．利用する必要がないから 

８．何をしているかわからないから 

９．その他 

 

 

ご家庭の子育ての環境や考え方についてうかがいます 

 

問 24 ご家庭の中で、保護者の方と１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。 

①平日②休日について、1日の平均的な時間をお答えください。（それぞれ数字を記入） 

＊父子家庭及び母子家庭等の場合はあてはまる問のみ（（１）もしくは（２）のみ）お答えください。 

＊（１）や（２）が該当しない場合は（３）に記載してください。 

 （１）父親 （２）母親 （３）その他 

①【平日】 

子どもと一緒に過ごす時間 
１日（     ）時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 

②【休日】 

子どもと一緒に過ごす時間 
１日（     ）時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 

 

問 24-1 問 24で答えた時間は十分だと思いますか。（○はそれぞれ１つ） 

 （１）父親 （２）母親 （３）その他 

１．十分だと思う １ １ １ 

２．まあ、十分だと思う ２ ２ ２ 

３．あまり十分でないと思う ３ ３ ３ 

４．不十分だと思う ４ ４ ４ 

５．わからない ５ ５ ５ 

 

問 25 １日当たり何時間くらい家事をしますか。１週間の平均的な時間を記入してください。 

（それぞれ数字を記入） 

 （１）父親 （２）母親 （３）その他 

家事時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 
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問 26 仕事と子育てを両立させるうえで大変だと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

１．残業や出張が入ること 

２．子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと 

３．配偶者の協力が得られないこと 

４．ご自身や配偶者の親等の理解が得られないこと 

５．職場に子育てを支援する制度がないこと（育児休業、子どもの看護休暇、短時間勤務等） 

６．職場の理解や協力が得られないこと 

７．子どものほかにご自身や配偶者の親等の介護をしなければならないこと 

８．子どもを預かってくれる保育所等がみつからないこと 

９．子どもと接する時間が少ないこと 

10．その他（                                   ） 

 

問 27 ご家庭の前年（2023年）の１年間の家計の状況についてうかがいます（○は１つ） 

１．貯蓄ができている ３．赤字でもなく、黒字でもない 

２．赤字である ４．わからない 

 

問 28 お子さんの将来のために、貯蓄をしていますか。（○は１つ） 

１．貯蓄をしている ３．貯蓄をするつもりはない 

２．貯蓄をしたいができていない ４．わからない 

 

問 29  あなたの世帯では、経済的な理由で、次のような経験をされたことがありますか。おおむね半年の間

でお考えください。（あてはまるすべてに〇） 

１．食費を切りつめた 

２．電気・ガス・水道などが止められた 

３．医療機関を受診できなかった 

４．国民健康保険料の支払いが滞ったことがある 

５．国民年金の支払いが滞ったことがある 

６．金融機関などに借金をしたことがある 

７．クレジットカードの利用が停止になったことがある 

８．新しい衣服や靴を買うのを控えた 

９．雑誌や新聞を買うのを控えた 

10．スマートフォンへの切り替え・利用を断念した 

11．冠婚葬祭の付き合いを控えた 

12．生活の見通しが立たず不安になったことがある 

13．鉄道やバスの利用を控え、自転車や徒歩にした 

14．電話（固定・携帯）などの通信料の支払いが滞った

ことがある 

15．家賃や住宅ローンの支払いが滞ったことがある 

16．趣味やレジャーの出費を減らした 

17．冷暖房の使用を控えた 

18．友人や知人との外食を控えた 

19．敷金や保証金が用意できず、住み替えや転居を断

念した 

20．理髪店や美容院に行く回数を減らした 

21．子ども部屋が欲しかったがつくれなかった 

22．どの項目にも当てはまらない 
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問 30 あなたの世帯では、経済的な理由で、お子さんに対する次のような経験をされたことがありますか。  

おおむね一年の間でお考えください。（あてはまるすべてに〇） 

１．お子さんを医療機関に受診させられなかった 

２．お子さんの進路を変更した 

３．お子さんのための本や雑誌を買えなかった 

４．お子さんにおこづかいを渡すことができなかった 

５．お子さんに新しい衣服や靴を買えなかった 

６．お子さんの学校の遠足や就学旅行へ参加させられ

なかった 

７．お子さんを学校のクラブ活動・部活動に参加させら

れなかった 

８．お子さんを習い事に通わせることができなかった 

９．お子さんを学習塾に通わせることができなかった 

10．お子さんの誕生日を祝えなかった 

11．お子さんにお年玉をあげることができなかった 

12．お子さんの学校行事に参加することができなかっ 

  た 

13．子供会・地域の行事（祭りなど）の活動に参加させ 

られなかった 

14．家族旅行（テーマパークや日帰りでのお出かけを 

含む）ができなかった 

15．どの項目にも当てはまらない 

 

問 31 あなたは、お子さんの進学について、どこまで希望されていますか。（○は１つ） 

１．中学校 

２．高校 

３．短期大学 

４．大学 

５．大学院 

６．留学 

７．専門学校・高等専門学校 

８．考えたことがない 

９．わからない 

 

お子さんの生活習慣についてうかがいます 

 

問 32 朝ごはんを食べますか。（○は１つ） 

１．毎日食べる ３．食べない日のほうが多い 

２．食べる日のほうが多い ４．ほとんど食べない 

 

問 33 １日１回は家族と一緒に食事をしますか。（○は１つ） 

１．する ２．しない 

 

問 34 平日、テレビ・ビデオ（ゲームやスマートフォンでの動画視聴を含む）を１日平均何時間程度観ますか。

（○は１つ） 

１．見ない、または 30分以内 ３．１時間 30分以内  ５．２時間を超える 

２．１時間以内 ４．２時間以内  

 

問 35 寝る時間は、何時ですか。（○は１つ） 

１．20時半より前 ３．21時～21時半より前 ５．22時～23時より前 
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２．20時半～21時より前 ４．21時半～22時より前 ６．23時以降 

 

子育てに関する意識についてうかがいます 

 

問 36 希望として、子どもが何人ほしいですか。（  ）内に数字を入れてください。 

（     ）人 

 

問 37 もう１人以上、子どもを持ちたいと思いますか。（○は１つ） 

１．持ちたいと思う ⇒問 38へ ２．持ちたいと思わない⇒問 37-１へ 

 

問 37-1 問 37で「２．持ちたいと思わない」と答えた方にうかがいます。 

どのような環境が整えばもう１人以上の子どもを持ちたいと思いますか。 

（もっともあてはまるもの１つに○） 

１．保育所等子どもを預かってくれる環境が整えば持ちたい 

２．収入が増えれば持ちたい 

３．将来の教育資金のめどが立てば持ちたい 

４．働くところが見つかれば持ちたい 

５．子どもを教育してくれる施設が充実していれば持ちたい 

６．ゆとりのある住環境が整えば持ちたい 

７．家族の理解が進めば持ちたい 

８．その他（                  ） 

９．環境が整ったとしても、持ちたいと思わない（もたない） 

 

問 38 あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつらいと感じることが多いと思いま

すか。（○は１つ） 

１．楽しいと感じることの方が多い ⇒問 38-1へ 

２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい⇒問 38-２へ 

３．つらいと感じることの方が多い⇒問 38-2へ 

４．わからない 

５．その他 
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問 38-１  問 38 で「１．楽しいと感じることの方が多い」を選ばれた、子育てを楽しいと感じる方にうかがいま

す。子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはまる番号に３つまで○をつ

けてください。 

１．地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など） 

２．保育サービスの充実 

３．子育て支援のネットワークづくり 

４．地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など） 

５．訪問型の支援サービスの充実 

６．健やかな妊娠・出産に対する支援 

７．子どもの教育環境 

８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

９．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 

10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

11．援護を要する子どもに対する支援 

12．その他（    

 

問 38-２  問 38 で「２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」「３．つらいと感じることの方が多

い」を選ばれた方にうかがいます。あなたにとって子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策は

何ですか。あてはまる番号に３つまで○をつけてください。 

１．地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など） 

２．保育サービスの充実 

３．子育て支援のネットワークづくり 

４．地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など） 

５．訪問型の支援サービスの充実 

６．健やかな妊娠・出産に対する支援 

７．子どもの教育環境 

８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

９．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 

10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

11．援護を要する子どもに対する支援 

12．その他（    

 

問 39 子育てに関して、子どもに関することで、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。 

（あてはまるすべてに〇） 

１．病気や発育発達に関すること 

２．食事や栄養に関すること 

３．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

４．子どもと過ごす時間が十分取れないこと 

５．子どもの教育に関すること 

６．子どもの友だちづきあいに関すること 

７．子どもの登所・登園拒否や不登校等 
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８．特にない 

９．その他（      ） 

問 40 子育てに関して、ご自身に関することで、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。 

  （あてはまるすべてに〇） 

１．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 

２．配偶者と子育てに関して意見が合わないこと 

３．子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場等周りの人が理解してくれないこ

と 

４．ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場等周りの見る目が気になること 

５．子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと 

６．仕事や自分のやりたいこと等自分の時間が十分取れないこと 

７．配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

８．子育てのストレス等から子どもにきつくあたってしまうこと 

９．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

10．子育てにかかる出費がかさむこと 

11．住居がせまいこと 

12．特にない                                         

13．その他（                    ） 

 

子育て全般についてうかがいます 

 

問 41 お子さんと外出されるときに、困ること、困ったことはありますか。（あてはまるすべてに〇） 

１．自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が多いので心配 

２．歩道の段差などがベビーカーや自転車での通行の妨げになっている 

３．交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない 

４．トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない 

５．授乳する場所や必要な設備がない 

６．小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない 

７．買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がない 

８．緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない 

９．周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る 

10．荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸してくれる人が少ない 

11．特にない 

12．その他（  

 

問 42  お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。（○は 1つ） 

１．満足している           ３．どちらとも思わない       

２．満足していない         ４．わからない 
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問 43 お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．近くに遊び場がない 

２．雨の日に遊べる場所がない 

３．遊具などの種類が充実していない 

４．不衛生である 

５．いつも閑散としていて寂しい感じがする 

６．遊具などの設備が古くて危険である 

７．緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない 

８．遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない 

９．公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない 

10．遊び場周辺の道路が危険である 

11．遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない 

12．特に感じることはない 

13．その他（                             ） 

 

問 44 子育て支援サービスについて、（１）の現状の状況と（２）今後の利用の希望についてお答えください。

（それぞれあてはまるすべてに〇） 

 
（１）現状の状況 

（２）今後の 

希望 

 

①知らな

い 

②知って

いて、利

用したこと

がある 

③知って

いるが、

利用した

ことがな

い 

④今後（も）利

用したい 

１．パパママクラス（両親教室） １ ２ ３ ４ 

２．育児相談・電話育児相談 

（子育て世代包括支援センター（すこやか推

進課）） 

１ ２ ３ ４ 

３．幼稚園や保育所等の園庭等の開放 １ ２ ３ ４ 

４．情報冊子「子育てガイド」 １ ２ ３ ４ 

５．子育て講座（ベビーマッサージ等） １ ２ ３ ４ 

６．保健師による家庭訪問 １ ２ ３ ４ 

７．家庭児童相談 １ ２ ３ ４ 

８．保育所・地域子育て支援センターでの相談 １ ２ ３ ４ 

９．幼稚園での相談 １ ２ ３ ４ 

10．子育てサロン  １ ２ ３ ４ 

11．産前・産後ヘルパー※１ １ ２ ３ ４ 

※１「産前・産後ヘルパー」…出産前後、体調不良等で家事や育児が困難であり、親族等の支援が受けられな

い家庭にホームヘルパーを派遣し、家事や育児の援助を行う事業です。 
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問 45 島本町役場等に対して、あなたの子育て経験等から、どのような子育て支援サービスを充実してほしい

ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する 

２．親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす 

３．親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくりや、歩道の段差解消

などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 

７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内

容の充実を図る 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 

９．保育所や学童保育室など子どもを預ける施設を増やす 

10．幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの預かり保育などを充実する 

11．専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行う 

12．小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する 

13．子どもの安全を確保する対策を充実する 

14．子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる 

15．育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充 

16．公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む 

17．特になし 

18．その他（                             ） 

 

問 46 どのような支援やサービスがあれば、子育ての負担を軽減するのに有効だと思われますか。もっとも有効だ

と思われるものと、２番目に有効だと思われる番号に○をつけてください。 

 

一番有効だと

思うもの 

（１つに○） 

２番目に有効

だと思うもの 

（１つに○） 

１．育児用品（紙おむつ、２人乗せベビーカーなど）への経済的支援 １ １ 

２．外出時のタクシー利用への支援 ２ ２ 

３．家事・育児等への訪問サービス支援 ３ ３ 

４．同じ境遇にある父親や母親との交流 ４ ４ 

５．多子・多胎育児経験者による相談支援 ５ ５ 

６．幼稚園や保育所、認定こども園などに通園するのに必要な食材料、

日用品、その他諸費用など無償化の対象とならない経費への支援 
６ ６ 

７．理由を問わず子どもを一時的に預かってくれるサービス ７ ７ 

８．電車やバスなどの乗車時、エレベーター乗降時などの優先利用の仕

組み 
８ ８ 
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９．その他（                    ） ９ ９ 

 

問 47 最後に、教育・保育環境の充実等子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。小中学生等も含めて、広く子育てについてご意見を頂戴します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長時間、調査にご協力いただきまして大変ありがとうございました。 
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ご家族の状況についてうかがいます 

 

問１ お子さんの年齢（●年●月●日現在）をお答えください。（○は１つ） 

  ※小学生のお子さんが２人以上いらっしゃる場合、小学生の一番下のお子さんについてご記入ください。 

１．７歳 ３．８歳 ５．９歳 

２．10歳 ４．11歳 ６．12歳 

 

問２ ご家庭のお子さんの人数をお答えください。（○は１つ） 

１．１人 ３．３人 ５．５人以上 

２．２人 ４．４人  

 

問３ お住まいの小学校区をお答えください。（○は１つ） 

※お住まいの小学校区がご不明な方は【参考：通学区域】をご覧のうえ、お答えください。 

１．島本町立第一小学校区 ３．島本町立第三小学校区 

２．島本町立第二小学校区 ４．島本町立第四小学校区 

 

【参考：通学区域（令和５年４月現在）】※通学区域は年度により変更することがあります。 

小学校区 通学区域 

島本町立第一小学校 

広瀬一・二・三丁目、広瀬四丁目（1～21 番）、広瀬五丁目、 

山崎一・二丁目、山崎三丁目（3～10 番）、東大寺一丁目、 

大字広瀬 

島本町立第二小学校 

大字大沢、大字尺代、大字山崎、山崎三（1・2 番）・四・五丁目、 

大字東大寺、東大寺二・三・四丁目、若山台一丁目（1・3・5・6 番）、 

若山台二丁目（2～7 番）、百山 

島本町立第三小学校 

大字桜井、桜井一・二・三・四・五丁目、桜井台、 

青葉一・二・三丁目、水無瀬二丁目〔8・9 番の一部（170 番地）〕、 

若山台一丁目（2・4 番・793 番地）、若山台二丁目（1 番）、 

大字広瀬の一部 

島本町立第四小学校 

広瀬四丁目（22～26 番）、 

水無瀬一・二丁目〔1～7 番、9 の一部（170 番地を除く)～22 番〕、 

江川一・二丁目、高浜一・二・三丁目 

 

問４ 島本町にお住まいになって何年ですか。（○は１つ） 

１．１年未満               ３．３年以上５年未満        ５．10年以上 20年未満  

２．１年以上３年未満         ４．５年以上 10年未満       ６．20年以上       

 

問５ この調査票をご回答いただく方は、どなたですか。（○は１つ）※お子さんからみた関係でお答えください。 
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１．父親 ２．母親 ３．その他（       ） 

 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主にしているのは、どなたですか。お子さんからみた関係でお答えくだ

さい。（〇は１つ） 

１．父母ともに               ２．主に父親                  ３．主に母親    

４．主に祖父母               ５．その他（                ）   

 

問７ お子さんが一緒に住んでいる方はどなたですか。また、祖父母との同居・近居の状況についてお答えく

ださい。＊お子さんからみた関係でお答えください。（あてはまるすべてに〇） 

【父母】 【祖父母】 

１．父母と住んでいる ４．祖父と一緒に住んでいる 

２．父と一緒に住んでいる（父子家庭） ５．祖母と一緒に住んでいる 

３．母と一緒に住んでいる（母子家庭） ６．祖父が近所に住んでいる 

 ７．祖母が近所に住んでいる 

８． その他（                                    ） 

 

 

保護者の方の就労状況についておうかがいします 

 

ここでいう「フルタイム」および「パート・アルバイト等」とは以下のような働き方をいいます。  

 「フルタイム」…週５日程度・１日８時間程度の就労 

「パート・アルバイト等」…フルタイム以外の就労 

 

 

問８ お子さんの保護者の就労状況（自営業の方とその家族従事者を含む）についてうかがいます。（○はそ

れぞれ１つ） 

＊父子家庭及び母子家庭等の場合はあてはまる問のみ（①もしくは②のみ）お答えください。 

＊①や②が該当しない場合は、③に記載してください。 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む） 

                          ⇒問８-１へ 
１ １ １ 

２．パートタイム、アルバイト等で就労している（育休・介護休中も含む）          

⇒問８-１へ 

 

２ ２ ２ 

３．以前は就労していたが、現在は就労していない ⇒問８-２へ ３ ３ ３ 

４．これまでに就労したことがない           ⇒問８-２へ ４ ４ ４ 
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問８-１ 問７で「１．フルタイムで就労している」または「２．パートタイム、アルバイト等で就労している」に○を

つけた方にうかがいます。平日の就労時間と就労時間帯について、最も多いパターンをお答えください。（○

はそれぞれ１つ） 

  

■ 就労時間 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．３時間未満 １ １ １ 

２．３時間以上８時間未満 ２ ２ ２ 

３．おおむね８時間 ３ ３ ３ 

４．８時間超（残業をすることが多い） ４ ４ ４ 

 

■ 就労時間帯 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．主に昼間の就労 １ １ １ 

２．主に夜間の就労 ２ ２ ２ 

３．昼間・夜間の就労、いずれもある ３ ３ ３ 

４．その他（                 ） ４ ４ ４ 

 

問８-２ 問８で 「３．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「４．これまでに就労したことがな

い」に○をつけた方にうかがいます。就労したいという希望はありますか。（○はそれぞれ１つ）、また、該当

する（  ）には数字を記入ください。 

 ①父親 ②母親 ③その他 

１．子育てや家事などに専念したい（就労を希望していない） 

 
１ １ １ 

２．１年以上先に、一番下の子どもが（     ）歳になったころに就

労したい ⇒問８-３へ 
２ ２ ２ 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい ⇒問８-３へ ３ ３ ３ 
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問８-３ 問８-２で「２．１年以上先に、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい」「３．すぐにでも、

もしくは１年以内に就労したい」を選ばれた、今後働きたいと考えておられる方にうかがいます。働きたい理

由は何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．働かないと、暮らしていけなくなるため 

２．将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど） 

３．仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため 

４．人間関係を広げたいため 

５．その他（                              ） 

 

 

学童保育室の利用についてうかがいます 

 

「学童保育室」は、保護者が仕事等で昼間に自宅にいない場合等に、指導員のもと、子どもの生活の 

場を提供するものです。なお、サービスの利用にあたっては、一定の利用料が発生します。 

 

問９ お子さんは、現在、学童保育室を利用していますか。（○は１つ） 

１．利用している  ⇒ 問９-１、９-２、９-３、９-４、９-５へ 

２．利用していない ⇒ 問９-６ へ 

 

 

問９-１ 問９で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

学童保育室の利用状況をお答えください。（○は１つ） 

１．年間を通して利用 ２．長期休暇のみ利用（夏・冬・春休み） ３．月単位の利用 

 

問９-２ 問９で 「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

学童保育室を利用しているおもな理由は何ですか。（○は１つ） 
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１．保護者が、就労で家庭にいないときがあるから 

２．保護者が、就労予定や求職中で家庭にいないときがあるから 

３．保護者が、家族や親族などを介護しなければならないから 

４．保護者が、病気や障害を持っているから 

５．その他、保護者の理由で  

          （                                            ） 

６．子どもの教育にいいから 

７．子どもが行きたいというから 

８．利用料金が安いから 

９．夏休み等長期休暇中に利用できるから 

10．その他（                                  ） 

 

問９-３ 問９で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

学童保育室に満足していますか。（○は１つ） 

１．大変満足    ４．やや不満 

２．やや満足 ５．大変不満 

３．普通（どちらともいえない）  

 

 

問９‐４ 問９で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

 お子さんが通っている学童保育室にどのようなことを希望しますか。（○はいくつでも） 

１．活動内容の充実 

２．スタッフ体制の充実 

３．指導内容の工夫 

４．保護者との連携強化 

５．学校との連携強化 

６．地域との連携強化 

７．朝の利用時間の延長 

８．夕方の利用時間の延長 

９．施設や設備の充実 

10．児童の安全対策 

11．その他（                       ） 

12．特になし 

 

問９-５ 問９で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

小学５年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。（○はいくつでも） 

※「学童保育室」は現在小学４年生までが対象となっています。 

１．学童保育室を小学５年生まで利用したい 

２．学童保育室を小学６年生まで利用したい 

３．放課後校庭開放を利用したい 

４．スポーツクラブや学習塾等の習い事をさせたい 

５．子どもに自宅の留守番をしてもらう 

６．その他（                                ） 
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問９-６  問９で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

 学童保育室を利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

１．ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない 

 ２．ご自身や配偶者の親、親せきがみている 

 ３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

 ４．保護者の労働または疾病などの理由で利用したいが、学童保育室に空きがない 

 ５．保護者の労働または疾病などの理由で利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

 ６．保護者の労働または疾病などの理由で利用したいが、利用料がかかるため、経済的な理由で 

利用できない 

 ７．父母とも働いているが、子どもは放課後に習い事をしているため、利用する必要がない 

 ８．父母とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから 

 ９．その他（                               ） 

 

 

 

問 10 すべての方にうかがいます。 

お子さん全員の、今後の学童保育室の利用希望についてお答えください。 

 すべての方  

（１）利用希望（○は１つ） 

利用したいに〇をした方 

（２）希望日数（数字を記入） 

小学生のお子さんの中で

１番下のお子さん 

１．利用したい 週（   ）日 

２．利用したくない  

小学生のお子さんの中で

下から２番目のお子さん 

１．利用したい 週（   ）日 

２．利用したくない  

小学生のお子さんの中で

下から３番目のお子さん 

１．利用したい 週（   ）日 

２．利用したくない  

小学生のお子さんの中で

下から４番目のお子さん 

１．利用したい 週（   ）日 

２．利用したくない  

 

問 11 お子さんについて、休日の「定期的」な教育・保育の利用希望はありますか。（一時的な利用は除きます） 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

 （１）利用希望（○は１つ） 

①土曜日の「定期的」な利用 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月１～２回利用したい 
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②日曜日・祝日の「定期的」な利用 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月１～２回利用したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気の際の対応や不定期の一時預かり等についてうかがいます 

 

問 12 この１年間に、お子さんが病気やけがで、小学校を休んだことがありましたか。 （○は１つ） 

１．あった ２．なかった 

 

問 12-１ お子さんが病気やけがで、小学校を休んだそのときの対処法等をお答えください。（○はいくつでも） 

１．父親が仕事を休んだ ６．ファミリー・サポート・センター※1を利用した 

２．母親が仕事を休んだ ７．仕方なく子どもだけで過ごさせた 

３．親族・知人（同居者を含む）に預けた ８．病児・病後児保育※２を利用した 

４．働いていない保護者がみた ９．その他（              ） 

５．ベビーシッターを利用した  

   ※１「ファミリー・サポート・センター」…育児の手助けをしてほしい人（依頼会員）・したい人（提供会員）が

子どもの一時的な預かりや園、習い事の送迎等の相互援助活動を行う会員組織。 

※２「病児・病後児保育」…子どもが病気またはけがや病気の回復期で、まだ幼稚園や保育所、小学校等

に通えない期間、保護者が仕事などで保育できない場合に、専用の保育室で保育を行うもの。 

 

問 12-１ 問 12-１で「「１．」～「７．」と答えた方（「８．病児・病後児保育」以外を選んだ方）にうかがいます。 

 この１年間に、お子さんが病気やけがで、小学校を休んだ際、病児・病後児保育を利用したいと思いました

か。 （○は１つ） ※「１．」を選択した場合は（ ）内に数字をご記入ください。 

１．できれば利用したかった ⇒年（    ）日 ２．利用したいと思わなかった 
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問 13 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事等を理由として、子どもを家族以外の誰かに「一時

的に」預けたことはありましたか。（子どもが病気のときの保育施設等の利用は除きます） 

また、「１．あった」場合は、１年間の対処方法と年間の回数をお答えください。 

有無（○は１つ） １年間の対処方法（あてはまるものにすべて○） 回数（年間） 

 

 

 

 

 

１．あった 

１．親族・知人にみてもらった（同居している場合も含む） （    ）回 

２．ファミリー・サポート・センターを利用した 

    （地域住民による子どもの預かり等のサービス） 
（    ）回 

３．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間子どもを預かるもの） 
（    ）回 

４．夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用した  

（仕事等の理由により、施設等で休日や夜間に子ども 

を一時的に預かるもの） 

（    ）回 

５．家事育児代行サービスを利用した （    ）回 

６．その他

（                                            ） 
（    ）回 

２．なかった 

 

問 14 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お子さんを泊りがけで家族以

外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含む）。「１．あった」

場合は、１年間の対処方法と、年間の回数をお答えください。 

有無 

（○は１つ） 
１年間の対処方法（あてはまるものにすべて○） 回数（年間） 

１．あった 

１．親族・知人（同居者を含む）にみてもらった （    ）回 

２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間子どもを預かるもの） 

（    ）回 

３．夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用した  

（仕事等の理由により、施設等で休日や夜間に子どもを一時的 

に預かるもの） 

（    ）回 

４．上記の２、３以外のサービス（家事育児代行サービス）を利用し

た 

（    ）回 

５．子どもを同行させた （    ）回 

６．子どもだけで留守番をさせた （    ）回 

７．その他（                  ） （    ）回 

２．なかった 

 

問 15 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児不安、
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病気など）により、泊りがけで年間何泊くらい家族以外に預ける必要があると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）※の利用希望（「１．利用したい」か「２．利用する必要はない」）に○

をつけ、「１．利用したい」を選択した方は、年間の希望泊数をお答えください。 

利用希望 理由（当てはまるものすべてに○） 泊数（年間） 

 ア．冠婚葬祭              （   ）泊 

１．利用したい イ．保護者の家族の育児疲れ・不安     （   ）泊 

 ウ．保護者の家族の病気          （   ）泊 

 エ．その他（           ）  （   ）泊 

２．利用する必要はない  

 

 

 

 

 

ご家庭の子育ての環境や考え方についてうかがいます 

 

問 16 ご家庭の中で、保護者の方と１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。 

①平日②休日について、1日の平均的な時間をお答えください。（それぞれ数字を記入） 

※父子家庭及び母子家庭等の場合は、あてはまる問のみ（「（１）父親」もしくは「（２）母親」のみ）お答え

ください。（１）や（２）が該当しない場合は「（３）その他」の欄に記載してください。 

 （１）父親 （２）母親 （３）その他 

①【平日】 

子どもと一緒に過ごす時間 
１日（     ）時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 

②【休日】 

子どもと一緒に過ごす時間 
１日（     ）時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 

 

 

問 16-1 問 16 で答えた、１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間は十分だと思いますか。（○はそれぞれ１つ） 

 （１）父親 （２）母親 （３）その他 

１．十分だと思う １ １ １ 

２．まあ、十分だと思う ２ ２ ２ 

３．あまり十分でないと思う ３ ３ ３ 

４．不十分だと思う ４ ４ ４ 

５．わからない ５ ５ ５ 
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問 17 １日当たり何時間くらい家事をしますか。１週間の平均的な時間を記入してください。 

（それぞれ数字を記入） 

 （１）父親 （２）母親 （３）その他 

家事時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 １日（     ）時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18  仕事と子育てを両立させるうえで大変だと思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

１．残業や出張が入ること 

２．子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと 

３．配偶者の協力が得られないこと 

４．ご自身や配偶者の親等の理解が得られないこと 

５．職場に子育てを支援する制度がないこと（育児休業、子どもの看護休暇、短時間勤務等） 

６．職場の理解や協力が得られないこと 

７．子どものほかにご自身や配偶者の親等の介護をしなければならないこと 

８．子どもを預かってくれる保育所等がみつからないこと 

９．子どもと接する時間が少ないこと 

10．その他（                                   ） 

 

問 19 ご家庭の前年（２０２３年）の１年間の家計の状況についてうかがいます。（○は１つ） 

１．貯蓄ができている ３．赤字でもなく、黒字でもない 

２．赤字である ４．わからない 

 

問 20 お子さんの将来のために、貯蓄をしていますか。（○は１つ） 

１．貯蓄をしている ３．貯蓄をするつもりはない 

２．貯蓄をしたいができていない ４．わからない 
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問 21  あなたの世帯では、経済的な理由で、次のような経験をされたことがありますか。おおむね半年の間

でお考え下さい。（あてはまるすべてに〇） 

１．食費を切りつめた 

２．電気・ガス・水道などが止められた 

３．医療機関を受診できなかった 

４．国民健康保険料の支払いが滞ったことがある 

５．国民年金の支払いが滞ったことがある 

６．金融機関などに借金をしたことがある 

７．クレジットカードの利用が停止になったことがある 

８．新しい衣服や靴を買うのを控えた 

９．雑誌や新聞を買うのを控えた 

10．スマートフォンへの切り替え・利用を断念した 

11．冠婚葬祭の付き合いを控えた 

12．生活の見通しが立たず不安になったことがある 

13．鉄道やバスの利用を控え、自転車や徒歩にした 

14．電話（固定・携帯）などの通信料の支払いが滞っ

たことがある 

15．家賃や住宅ローンの支払いが滞ったことがある 

16．趣味やレジャーの出費を減らした 

17．冷暖房の使用を控えた 

18．友人や知人との外食を控えた 

19．敷金や保証金が用意できず、住み替えや転居

を断念した 

20．理髪店や美容院に行く回数を減らした 

21．子ども部屋が欲しかったがつくれなかった 

22．どの選択肢にも当てはまらない 

 

 

問 22 あなたの世帯では、経済的な理由で、お子さんに対する次のような経験をされたことがありますか。  

おおむね一年の間でお考え下さい。（あてはまるすべてに〇） 

１．お子さんを医療機関に受診させられなかった 

２．お子さんの進路を変更した 

３．お子さんのための本や雑誌を買えなかった 

４．お子さんにおこづかいを渡すことができなかった 

５．お子さんに新しい衣服や靴を買えなかった 

６．お子さんの学校の遠足や就学旅行へ参加させられ

なかった 

７．お子さんを学校のクラブ活動・部活動に参加させら

れなかった 

８．お子さんを習い事に通わせることができなかった 

９．お子さんを学習塾に通わせることができなかった 

10．お子さんの誕生日を祝えなかった 

11．お子さんにお年玉をあげることができなかった 

12．お子さんの学校行事に参加することができな

かった 

13．子供会・地域の行事（祭りなど）の活動に参加

させられなかった 

14．家族旅行（テーマパークや日帰りでのお出かけ

を含む）ができなかった 

15．どの選択肢にも当てはまらない 

 

 

問 23 あなたは、お子さんの進学について、どこまで希望されていますか。（○は１つ） 
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１．中学校 

２．高校 

３．短期大学 

４．大学 

５．大学院 

６．留学 

７．専門学校・高等専門学校 

８. 考えたことがない 

９．わからない 
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お子さんの普段の過ごし方についてうかがいます 

 

問 24 平日の放課後および休日のお子さんの普段の過ごし方について、もっとも多いパターンを選択肢から１

つ選んで時間帯ごとに記入してください。 

 

（1）平日（時間ごとにあてはまる番号を 1つ記入） （２）休日 

（あてはまる番号を１つ

記入） 
14時～16時 16時～18時 18時～20時 20時以降 

（   ） （   ） （   ） （   ） （   ） 

 

【選択肢】 

１．授業等で学校にいる ７．公共の施設にいる 

２．放課後校庭開放に参加する ８．地域活動に参加する（こども会活動、スポーツ活動） 

３．家事育児代行サービス等を利用する ９．学習塾や習い事へ行く 

４．学童保育室で過ごす 10．家で、ひとりで勉強等をする 

５．保護者や兄弟姉妹等の家族と過ごす 11．その他（                 ） 

６．家や公園等で友だちと過ごす  

 

問 25 朝ごはんを食べますか。（○は１つ） 

１．毎日食べる ３．食べない日のほうが多い 

２．食べる日のほうが多い ４．ほとんど食べない 

 

問 26 １日１回は家族と一緒に食事をしますか。（○は１つ） 

１．する ２．しない 

 

問 27 平日、テレビ・ビデオ（ゲームやスマートフォンでの動画視聴を含む）を１日平均何時間程度見ますか。

（○は１つ） 

１．見ない、または 30分以内 ３．１時間 30分以内  ５．２時間を超える 

２．１時間以内 ４．２時間以内  

 

問 28 寝る時間は、何時ですか。（○は１つ） 

１．20時半より前 ３．21時～21時半より前 ５．22時～23時より前 

２．20時半～21時より前 ４．21時半～22時より前 ６．23時以降 
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お子さんの地域における活動への参加についてうかがいます 

 

問 29 島本町は、自然に囲まれている、文化施設が充実しているなど、子どもにとって自然、地域における活

動をしやすい環境だと思いますか。（○は１つ） 

１．体験をしやすいと思う ３．どちらでもない  

２．体験をしやすいとは思わない ４．わからない 

 

問 30 お子さんが参加したことがある、地域における活動はどれですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．スポーツ活動 ８．青少年団体活動（こども会活動等） 

２．文化芸術活動 ９．環境分野での社会貢献活動（一斉清掃等） 

３．ボランティア活動 10．環境教育活動（自然観察等） 

４．体験学習活動（ものづくり体験等） 11．地域の活動（地域のお祭りや運動会等） 

５．野外活動（キャンプ等） 12．その他（                             ） 

６．社会福祉活動（高齢者訪問等） 13．いずれも参加したことがない ⇒ 問 30-1へ 

７．国際交流活動（ホームステイ等）  

 

問 30-1 問 30で「13． いずれも参加したことがない」と答えた方にうかがいます。 

お子さんがこれまで参加していない理由は何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．活動に関する情報がなく参加しにくい ５．費用がかかる 

２．知り合い等がいないため参加しにくい ６．活動の内容に興味や関心がない 

３．初めての者が参加しにくい雰囲気がある ７．その他（                           ） 

４．参加の時間帯が合わない  

 

問 31 お子さんが参加したことはないが、今後参加させたいと思っている、地域における活動はありますか。 

（○はいくつでも） 

１．スポーツ活動 ７．国際交流活動（ホームステイ等） 

２．文化芸術活動 ８．青少年団体活動（こども会活動等） 

３．ボランティア活動 ９．環境分野での社会貢献活動（一斉清掃等） 

４．体験学習活動（ものづくり体験等） 10．環境教育活動（自然観察等） 

５．野外活動（キャンプ等） 11．地域の活動（地域のお祭りや運動会等） 

６．社会福祉活動（高齢者訪問等） 12．その他（                             ） 
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子育てと地域のつながりについてうかがいます 

 

問 32 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人はいますか。（○は１つ） 

１．いる ２．いない 

 

問 33 ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。（○は１つ） 

１．感じる  ２．感じない  

 

問 33-1 ご自身の子育てに関して、支えられている・感じないに関わらず、地域の人の中で、特に誰から支え

られている（支えてほしい）と思いますか。（○は１つ） 

１．近所の人 

２．同じ世代の子どもを持つ保護者 

３．民生委員・児童委員、自治会、子ども会等の地域団体の人 

４．地域活動を行っている NPO等の人 

５．学校の先生 

６．島本町役場の職員 

７．その他 （                      ） 

    

 

問 34 あなたは、子育てがしやすいまちの要素として、地域のつながり（ネットワークや団体）は必要だと思い

ますか。（○は１つ） 

１．必要である ３．どちらともいえない ５．必要ではない 

２．ある程度は必要である ４．あまり必要ではない  

 

 

子ども食堂についてうかがいます 

 

  子ども食堂とは、子どもなどに無料または低額で食事を提供するところです。 

   現在、島本町内では８か所の子ども食堂が開設されています。 

 

 

問 35 「子ども食堂」を知っていますか。（○は１つ） 
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１．知っており利用したことがある ⇒問 35-1へ 

２．知っているが利用したことはない ⇒問 35-2へ 

３．知らない  
 

問 35-１ 問 35で「１．知っており利用したことがある」と答えた方におうかがいします。 

  お子さんが子ども食堂を利用することで、良いと思うことは何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．地域の人とつながれるから 

２．子どもが一人で食事をしなくてすむから 

３．栄養バランスがとれた食事がとれるから 

４．経営者が相談に乗ってくれるから 

５．低額（または無料）で食事が食べられるから 

６．宿題など勉強をみてくれるから 

７．子どもが楽しんでいるから 

８．特になし 

９．その他 

 

問 35-2 問 35で「２．知っているが利用したことあない」と答えた方におたずねします。 

子ども食堂を利用しないのはなぜですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．どこにあるから知らないから 

２．家の近くにないから 

３．家で過ごしてほしいと思うから 

４．居場所のイメージが良くないから 

５．お子さんが「行きたくない」と言うから 

６．行きたい日・時間に開いていないから 

７．利用する必要がないから 

８．何をしているかわからないから 

９．その他 
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子育てに関する意識についてうかがいます 

 

問 36 お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できる場所はありますか。（○は１つ） 

１．いる／ある ⇒問 36-1へ ２．いない／ない⇒ 問 37へ 

 

問 36-１ 問 36で「１．いる／ある」と答えた方にうかがいます。 

お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所についてお答えください。 

（あてはまるすべてに〇） 

１．配偶者 

２．ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族 

３．友人や知人 

４．近所の人 

５．小学校の先生 

６．学童保育室の指導員 

７．子育て支援施設 

８．ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾等の習い事の先生 

９．民生委員・児童委員、主任児童委員 

10．かかりつけの医師 

11．島本町役場・教育センターの教育相談の窓口 

12．NPO等の子育て支援団体 

13．携帯電話やインターネットの交流サイト 

14．その他（                                  ） 

 

問 37 あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつらいと感じることが多いと思いま

すか。（○は１つ） 

１．楽しいと感じることの方が多い 

２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい  

３．つらいと感じることの方が多い 

４．わからない 

５．その他（                                   ） 
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問 37-1 問 37 で「１．楽しいと感じることの方が多い」を選ばれた、子育てを楽しいと感じる方におうかがいし

ます。子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。（有効と思うもの３つまで○） 

１．学童保育室の充実 

２．子育て支援のネットワークづくり 

３．地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など） 

４．子どもの教育環境 

５．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

６．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 

７．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

８．援護を要する子どもに対する支援 

９．その他（                                                       ） 

 

問 37-2 問 37 で「２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」「３．つらいと感じることの方が多

い」を選ばれた方におうかがいします。あなたにとって子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策

は何ですか。（必要と思うもの３つまで○） 

１．学童保育室の充実 

２．子育て支援のネットワークづくり 

３．地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など） 

４．子どもの教育環境 

５．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

６．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 

７．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

８．援護を要する子どもに対する支援 

９．その他（                                                       ） 

 

 

 

問 38 子育てに関して、子どもに関することで、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。 

（あてはまるすべてに〇） 

１．病気や発育発達に関すること ７．子どもの不登校など 

２．食事や栄養に関すること ８．特にない 

３．子どもとの接し方に自信が持てないこと ９．その他（   

４．子どもと過ごす時間が十分取れないこと  

５．子どもの教育に関すること  

６．子どもの友だちづきあいに関すること  



就学児童用 

- 49 - 

 

 

 

 

 

問 39 子育てに関して、ご自身に関することで、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。 

 （あてはまるすべてに〇） 

１．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 

２．配偶者と子育てに関して意見が合わないこと 

３．子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場など周りの人が理解してくれな

いこと 

４．ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場など周りの見る目が気にな

ること 

５．子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと 

６．仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと 

７．配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

８．子育てのストレスなどから子どもにきつくあたってしまうこと 

９．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

10．子育てにかかる出費がかさむこと 

11．住居がせまいこと 

12．特にない 

13．その他（   

 

子どもの遊び場・安全確保についてうかがいます 

 

問 40 お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。（○は１つ） 

 

１．満足                ３．どちらかといえば不満        ５．わからない 

２．どちらかといえば満足     ４．不満 

 

問 41 お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．近くに遊び場がない 

２．雨の日に遊べる場所がない 

３．遊具などの種類が充実していない 

４．不衛生である 

５．いつも閑散としていて寂しい感じがする 

６．遊具などの設備が古くて危険である 

７．緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない 

８．遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない 
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９．公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない 

10．遊び場周辺の道路が危険である 

11．遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない 

12．特に感じることはない 

13．その他（                             ） 

 

子育て全般についてうかがいます 

 

問 42 子育て支援サービスについて、（１）～（３）にお答えください。 

（○はそれぞれ１つ） 

 

 （１） 

知っている 

（２） 

利用したことがある 

（３） 

今後利用したい 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

①教育センター １ ２ １ ２ １ ２ 

②情報冊子「子育てガイド」 １ ２ １ ２ １ ２ 

③家庭児童相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 43  島本町役場などに対して、あなたの子育て経験などから、どのような子育て支援サービスを充実してほしい

ですか。（あてはまるすべてに〇） 

１．親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する 

２．親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす 

３．親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくりや、歩道の段差解消な

どの「子育てのバリアフリー化」に取り組む 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 
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７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容

の充実を図る 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 

９．保育所や学童保育室など子どもを預ける施設を増やす 

10．幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの預かり保育などを充実する 

11．専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行う 

12．小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する 

13．子どもの安全を確保する対策を充実する 

14．子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる 

15．育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの子育て世帯への経済的援助の拡充 

16．公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む 

17．有料で充実した子どもの遊び場 

18．無料で親子が過ごせる居場所 

19．その他（                ） 

 

問 44  最後に、教育・保育環境の充実等子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。中学生等も含めて、広く子育てについてご意見を頂戴します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長時間、調査にご協力いただきまして大変ありがとうございました。 
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